
利用ガイダンスにしたがって
ご利用ください。

災害から身を守るためには、日頃の備えと早めの避難が大切です。 避難完了までに、あなたは何時間かけますか？
土砂災害（特別）警戒区域の指定

危険を感じたら、市からの情報を待たないで早めに避難
することを心がけて下さい

家族や近所の人と一緒に確認
①危険な場所を確認しておきましょう。
②避難場所を確認しておきましょう。
③避難経路を確認しておきましょう。
④お近くに手助けが必要なひとり暮らしの
　高齢者等の要支援者はいませんか？

避難行動要支援者をサポートします
自分ひとりで移動したり、情報を得たりする
ことが難しく、災害が起きたときに手助けの
必要な方を身近な地域で支えます。
避難行動要支援者登録の詳細は、市担当課へ
気軽にご相談下さい

下呂市役所 社会福祉課　TEL 52-3936

◎警戒レベル３、４、５は市内の戸別受信機及び防災無線から最大音量で発信されます。

◎避難指示（緊急）発令時には10秒間のサイレン吹鳴を行います。

下呂市役所 危機管理課  TEL 24-2222（代） 下呂市土砂災害洪水ハザードマップ

●テレビ
●ケーブル
　テレビ

●Web ぎふ土砂災害警戒情報ポータル
　http://alert.sabo.pref.gifu.lg.jp/

●下呂市メール配信サービス

●下呂市雨量・水位一元化
　サイト

●ラジオ●戸別受信機 ●防災行政
　無線

土砂災害危険度情報や
雨量情報が確認できます。

防災や気象等の情報をメール配信するサービスです。
① QRコードを読み取り、空メールを送信
②「gero@sg-m.jp」へ空メール送信

下呂市の雨量計、水位計が確認
できます

●Web 岐阜地方気象台
　http://www.jma-net.go.jp/gifu/
警報・注意報の発表状況や雨量情報が確認できます。

岐阜　土砂災害 検索

岐阜　気象台 検索

携帯サイトはこちら→

http://gero-rain.net

※伝言は被災地の方の電話番号を知っているすべての方が聞くことができます。 聞かれたくないメッセージを録音する場合は、あらかじめ暗証番号を決めておく必要があります。

家族の安否を確認するためには？ （NTT西日本ホームページより）

赤色の区域
（レッドゾーン）【土砂災害特別警戒区域】
建築物に損壊が生じ、住民に大きな被害が生じる恐れがある区域
※建築物の規制等が行われます。詳しくは下記へお問い合わせ下さい。

黄色の区域（イエローゾーン）
【土砂災害警戒区域】
土砂の影響は受けるが、建物の
破壊まではないと考えられる区域

が け 崩 れ 地 す べ り

下呂市役所 建設部　TEL 53-2010㈹

・異常な濁り
・流木の発生
・山鳴り
・地鳴り
・水位の急激な
　低下

・湧水の発生
・濁り
・小石がぱらぱら
　落下
・亀裂の発生

土 石 流
・斜面から湧水
・井戸水が濁る
・亀裂の発生
・山鳴り

非常持出品を備えよう
普段から非常持出品を用意し、リュックサックなど背負えるカバン
に入れておきましょう。 また、 持病の薬（お薬手帳）や保険証など
避難先で生活するために必要なもを持ち出すようにしましょう。

携帯電話（充電器等）

飲料水

ヘルメット

携帯ラジオ

携行用食品

懐中電灯

非
常
持
出
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト

通信・連絡機機

非常食品

生活用品

その他必要なもの
※代表的なものです。必要なものを家庭で話し合いましょう。

被災地域内と他の地域を
結ぶ声の伝言板。 「災害用伝言ダイヤル171」
伝
言
の
録
音
方
法

伝
言
の
再
生
方
法

にダイヤルする

被災地の電話番号※、携帯電話・PHS・IP電話の電話
番号をダイヤルしてください。
※市外局番からダイヤルしてください。

暗証番号を利用する録音は「3」

（ ） -

録音する場合は
▼ガイダンスが流れます

▼ガイダンスが流れます

1

2

3

1

1

7 1 にダイヤルする

被災地の電話番号※、携帯電話・PHS・IP電話の電話
番号をダイヤルしてください。
※市外局番からダイヤルしてください。

暗証番号を利用する録音は「4」

（ ） -

再生する場合は
▼ガイダンスが流れます

▼ガイダンスが流れます

1

2

3

1

2

7 1

- - こんなときは避難を！
①裏山の様子が変だ！
②雨の降り方が異常だ！
③市から避難情報が発令された！

警戒レベル

警戒レベル5

警戒レベル4
全員避難

警戒レベル3
高齢者等は避難

警戒レベル2

警戒レベル1

避難行動等

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとり
ましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、自らの。
避難行動を確認しましょう。

災害への心構えを高めましょう。

速やかに避難先へ避難しましょう。
公的な避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な建物や、自宅内のより安
全な場所に避難しましょう。

災害発生情報
（市町村が発令）

警戒レベル5相当情報
氾濫発生情報　大雨特別警報等

警戒レベル4相当情報
氾濫危険情報　土砂災害警戒情報等

警戒レベル3相当情報
氾濫警戒情報　洪水警報等

これらは、住民が自主的に避難
行動をとるために参考とする
情報

早期注意情報
（気象庁が発表）

避難指示（緊急）
避難勧告

（市町村が発令）

洪水注意報
大雨注意報等
（気象庁が発表）

避難準備・高齢者等
避難開始

（市町村が発令）

避難に時間を要する人（ご高齢
の方、障害のある方、乳幼児）と
その支援者は避難をしましょう。その他の
人は、避難の準備を整えましょう。

避難情報等 警戒レベル相当情報（例）

避難判断の基準

気象情報を確認


